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私は 4年生のリサーチ・クラークシップの海外派遣プログラムで Sanford Burnham Prebys 医学研究

所にて 4/2-6/29までの３ヶ月間研究をさせていただきました。以下では研究を通して感じたことやアメ

リカでの生活について述べていきたいと思います。 

 

研究所に関して 

Sanford Burnham Prebys 医学研究所は San Diegoの La Jollaという地域にあり、UCSD が目の前にある

など学生の多く行き交う地域にあります。私が研究をさせていただいた Snyderラボは iPS細胞や神経

幹細胞などを扱っており、主に神経変性疾患に対する幹細胞治療に向けての基礎研究が行われていまし

た。ラボには研究員や院生の他に、インターンシップで来ている大学生が数人いました。ラボの方々は

自分の作業が終われば適宜帰るというスタンスで、用事がある日は朝早く来て集中して作業を行い早め

に帰るなど就労時間はかなりフレキシブルで、ラボでの仕事が生活の中心なのではなく、その他の時間

も大事にしているように感じました。私は毎朝 9時前にラボへ行き、細胞の様子を見て適宜作業をし、

作業が終わり次第帰るといった生活を送っていました。 

お昼ご飯はラボの方々と研究所外のレストランに食べに行くことが多く、色々な場所に連れて行っても

らい、交流を深めることができました。 

また同年代の人が多かったため、ラボの後にインターン生や院生と出かけることもありました。 

 

研究に関して 

研究の背景としては、近年幹細胞移植による神経変性疾患の治療法設立に向けての研究が盛んに行われ

ていることがあり、神経前駆細胞をニューロスフィアといった球体状の状態(3次元的培養法)でニュー

ロンに分化させることで、生体内ではどのように分化が進んでいくのかを理解する手がかりを得ること

が今回の研究の目的でした。 

最初の 1ヶ月半は研究に向けた準備期間で、論文を読んで専門用語を学び自分の研究の背景知識を蓄え

研究に対する関心を高める期間となりました。同時に、細胞の解凍や継代、培地交換など細胞培養に関

する基本手技を教わり実際に練習させていただき、コンタミネーションを起こさないよう注意しながら

これらの手技を適切に行えるよう時間をかけて指導していただきました。日本でも薬理学教室で細胞培

養の基本手技を練習していたので手技の流れを理解するのに時間がかからず、練習してきて良かったと



思いました。 

基本的には担当の院生の方が１人付いてくださり丁寧に分かりやすい英語を使って指導していただきま

した。またラボにいるその他の方々からも積極的にアドバイスをいただくことができ、スムーズに手技

を習得し後半の期間で研究を進めることができました。 

研究全体を通して、技術の習得のみならず、英語の論文を読むことに慣れることができ、科学的・論理

的思考を持つことの重要性を理解することができました。そして研究は失敗から学び改善していくこと

で進んでいくことを、身をもって実感することができました。 

 

生活に関して 

同じ研究所に配属された種村君と同じホームステイ先に滞在しました。奥さんが日本人のお宅だったの

で精神的にも安心でき、ご飯は朝晩の２食提供していただけたので特に最初の頃は慣れないラボで疲れ

て帰った時に夕飯が準備してあるというのはとても助かりました。また健康に３ヶ月間を過ごせたの

は、ホストファミリーがバランスの良い食事を提供して下さったからだと思っています。 

ホームステイ先からラボまでは車で 2-30分程で、車を運転して通っていました。アメリカで車を運転す

ることに不安はありましたが、サンディエゴは車社会なこともあり車があることで自由にあちこちを観

光することができたので、車を借りて良かったと思います。 

 

英語に関して 

私はラボに到着した初日から皆の話す英語のスピードの速さに驚かされました。専門用語に関しては論

文を読んだり自分で調べたりすることで、数週間で慣れることはできますが、会話のスピードの速さに

関しては長く悩まされました。特に、自分からどんどん話していかないと会話から置き去りにされてい

くので、英語力に不安があっても積極的に発言していかなくてはいけないと感じました。 

 

その他 

ラボでは同い年の大学生もいましたが、研究に対する知識がとても深く手技も手慣れていて、院生や研

究員に対しても積極的に意見を述べていて、とても刺激になりました。 

海外リサクラに行ってみることでアメリカの研究室の雰囲気を経験できるのは素晴らしいことだと思い

ます。また実際に暮らしてみることでアメリカの文化を体感でき、同時に改めて日本の良さに気づかさ

れることもありました。 

後輩の皆さんは、リサクラ期間を英語しか通じない研究所で過ごすことに不安がある人もいるとは思い

ますが、サンフォードバーナムではとても丁寧にかつ親切に教えてくれるので、ぜひ挑戦してみて欲し

いと思います。 

 

 



最後に 

サンフォードバーナム研究所ではとても有意義な時間を過ごすことができたと思っています。 

3ヶ月間お世話になった Snyderラボの方々含むサンフォードバーナムの関係者の方々、ホストファミリ

ーの方々、および海外リサーチ・クラークシップの場を提供してくださった五嶋先生を筆頭とする薬理

学教室の方々と学務の方々、渡航をサポートしていただいた横浜市立大学医学部後援会に深く感謝申し

上げたいと思います。 


